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はじめに

エリサン (Samiaガcini) は野外で生息する事例は

見当たらず，家畜化が進んでいるものとされており，

シンジュサン (Samiacynthia) が祖先型であると考

えられている。両者は近縁であり，その交雑は繭糸質

の向上をもたらす可能性が高い。

一方，カイコでは日本の品種とタイなどの品種との

交雑で成果が得られ，その後の品種育成に交雑が幅広

く利用され，優れた品種が数多く育成されてきた。

今回はエリサンとシンジュサンとの交雑実験を試

み，その雑種後代系統の繭糸や繭の計量形質において

新事実が明らかとなったのでその一部を報告する。

材料および方法

実験に供試したエリサンは東京農工大学の日本野蚕

学会会員より，シンジュサンは文部科学省主催ナショ

ナルバイオリソースプロジェクトを活用して信州大

学より分与された系統を用いた。実験材料の飼育は，

WILD SILK MUSEUM (東京都江東区）で実施し，年

間を通じ，室温平均25℃，湿度約50% (熟蚕期）．

約80% (稚蚕期），明期 10~14時間，暗期 14~10 

時間の自然に近い光周条件下で行った。また，洗浄・

消毒など飼育環境にも留意した。

エリサンの飼料には，ヒマやシンジュ，ネズミモチ，

クロガネモチの葉などを用い，また人工飼料も試験的

に用いた。一方，シンジュサンの飼育にはシンジュの

葉を利用した。飼育の結果，健康で死亡率の低い幼虫，

蛹，成虫が得られ，これらを交雑親として交雑後代系

統（以下，交雑種と呼ぶ。）の育成に供試した。交雑

種の飼料は上記と同様のものを用いた。

これまで43回継代し，そのうち Fl,F2, F7, FlO 

については繭層重を調ベ エリサン ノンジュサンと

比較した。さらに，形質の安定したF7~F43の飼育

で得られた繭および繭糸の性状を調査した。

結果および考察

①実験材料として用いたエリサンとシンジュサン

エリサンはカイコと比べると家畜化が遅れている

が，全齢を室内で飼育することが可能で，病気にも強

＜繭の大量生産が可能である。繭の一端に羽化出口の

小孔がありこの繭から生糸を繰糸することは難しく，

家蚕とは異なる風合いの紡ぎ糸として利用されている

（図 1左下）。一方，シンジュサンはエリサンの祖先種

と考えられており，エリサンよりさらに野生味が惑じ

られる。営繭時には繭を葉に接着させ，図1中下のよ

うな繭を作る。
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図1. 左上：エリサンの 5齢幼虫，左下：エリサンの繭
中上：シンジュサンの 5齢幼虫，中下：シンジュサンの繭
右上：交雑種の 5齢幼虫，右下：交雑種の繭

②エリサンとシンジュサンの交雑種の育成

前述のように，エリサンとシンジュサンは近縁と考

えられ，交雑も容易であることが知られている。両種

を交雑して得られた FlおよびF2では，繭の大きさ

や繭色に大差が見られた。その後，特に繭色の濃い個

体や繭の大きな個体を選抜して兄妹交配を続けると，

10世代以降の繭は橙色にほぼ定着し'F7から F43の

間に繭質の向上が見られた（図 2)。

交雑種の飼料として用いたのは，春～秋期にシン

ジュ， ヒマ，冬季にネズミモチ， トウネズミモチ，ク

ロガネモチ，人工飼料である。柔らかく水分も多い春

～夏期のシンジュとヒマによる飼育では，幼虫が大き

＜健全に育ち，繭も大きくなる上に，ライフサイクル

は冬季の約 56日間の半分程度であった。冬季の飼育

では，ネズミモチだけを与えると幼虫はやせ細り，熟

蚕期間が長くなる。その結果，営繭が遅れ，繭も春～

秋のものに比べると小さくなる。これには， 桑の乾燥

葉を人工飼料（シルクメイト UMまたはインセクタ

F-II (日本農産工業株式会社））に 2~3%混ぜ込んで

与える方法（坪川， 2019)で対処することができる。

この方法により，年間を通じてほぼ同じ大きさの繭を

得ることができた。

以上の結果から，エリサンとシンジュサンは容易に

交雑が可能で，生葉や人工飼料で飼育ができ，交雑種

の健康な幼虫が多量に得られることが分かった。また

交雑種の繭は繭質にも優れ，絹素材として期待できる。

ノンジュサン，および交雑種の繭層重③エリサン ミ

ノノュサン，両者の交雑種 (Fl,F2, エリサン シ‘ゞ

F7, FlO) の繭層重を測定した結果を表 1に示した。

Flの繭層重はエリサンとシンジュサンのほぼ中間で

あるが， F7およびFlOではエリサンを追い越す数値

となっている。Fll~ F43についても繭層重の測定を

進めている。

表 1. エリサン シンゞノュサン，および両者の交雑種の繭層
重の比較 (25粒の平均と標準誤差）

繭層 平均値土標準誤差 (g)

エリサン 0.46土0.024

シンジュサン 0.29士0.010

両者の Fl 0.35土0.020

” F2 0.36土0.023

” F7 0.48士0.020

’’ FlO 0.48土0.027
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内層の表面
内層の表面

図2. エリサン，シンジュサンの繭，およびFl,F2, F7, F43の繭

④エリサン，シンジュサン，および交雑種の繭糸の太さ

エリ サン ‘ ンンジュサン およ‘ひその交雑種F43

の繭の中から，それぞれ雌雄を含めた平均的な大きさ，

重さのものを選抜し，繭の中央部分を切り取り，外・中・

内層の 3層に分け，その表層を同倍率 (X250) の顕

微鏡で観察した（図 3左）。同様に，それぞれの繭糸

断面の顕微鏡写真から平均的な太さの 6本（対）の繭

糸断面を抽出し（図 3右），その面積比率を測定 した
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図3.顕微鏡で観察した繭の表層（左） と繭糸断面（右）

結果，エリサン：シンジュサン：交雑種=0.61 : 0.65 : 

1.00であった。また交雑種の繭糸断面は内層に向かっ

て急激に細くなっているが，これは糸加工に影響を与

えると考えられる。なお，雌雄の繭層の差の測定は現

在進行中である。

⑤交雑種の繭糸利用

交雑種の繭から直接糸を引き出す場合，ア ッサムな

どで見られるエリサン繭での方法と同様に，重曹や石

鹸などを加えたアルカリ溶液 (pH8~ 9.5程度）で約

1時間程度煮繭すると， エリサン同様に内層解舒には

時間を要したが，交雑種の繭の外層・中層は，エリサ

ンの場合のほぼ半分の時間で糸のずり出しが可能にな

るほど柔らかくなった（図 4右下：煮繭し終えた繭の

外側（右））。

ただし，多化性の野蚕の繭は環境により個体差があ

る。また，特に外層に多く含まれていた橙色 (CMYK
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図4.左上：常温の水に 1分繭を浸した交雑種の繭と溶けだし
た色素
左下：煮繭中に溶け出した瀕色の色素
右上：煮繭前の繭の内側（左）と外側（右）
右中：煮繭中に色素が溶け出す様子
右下：煮繭し終えた繭の内側（左）と外側（右）



で表現すると 0,60, 100, 0) に近い色素は，常温の水

道水に 1分間浸しただけで色素が溶け出した（図4左

上）。80℃で煮繭をはじめると 10分程度で濃い色素

が溶け出す（図4左下）。この交雑種の繭の鮮やかな

色素の利活用は今後の課題としたい。

煮繭したエリ サンの繭を広げずに繭端から糸を直接

引き出そうとすると，煮繭で細くなった繭糸が途中で

切れてしま ったり，逆に煮繭しきれず糸が塊となって

出てきたりして，不均ーな糸になることがある。しか

し交雑種の繭は，前述の観察の結果から分かるように

繊度が太いため，繭から直接糸を引き出すことがエリ

サンよりも容易である。長めに煮繭した交雑種の繭を，

大まかに分けながら繭の先端から手でずり出すと，途

切れずスムーズに引き出すことが可能である（図 5左

上）。エリサンの場合は，力強く引っ張り 出すと，き

しんで切れたり細くなったりするが，交雑種の場合は

セリシンのぬめりを多く残したまま，細い毛羽が絡ま

ることなく，太糸を素早く作り出すことが可能である

（図 5右上）。この糸（図 5左下）を縦横に利用してざっ

くりと織り上げると，ふっくらと したキビソに光沢を

加えたような，特徴ある布に仕上がる（図 5右下）。
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おわりに

エリサンとシン ジュサンの交雑種の繭糸は，エリサ

ンやシンジュサンよりも太くて切れにくく，紡ぐこと

が容易である。今後さまざまな利用が考えられるので，

さらなる研究を継続したい。
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図5. 左上 ：交雑種の繭から引き出した長繊維
右上：交雑種の繭からずり出した太糸
左下：交雑種のずり出し糸（太糸）
右下 ：交雑種の繭のずり出し（太糸）で織ったス トール
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